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研究成果の概要（和文）：　本研究は、子どもがうたうわらべうた「どれにしようかな」を収集、分析し、この
うたにどのような音楽的特徴があるのかを検討するものである。またこうした子どもの音楽実践においてはたら
いている様々なタイプの知識について検討し、音楽教育分野における知識観を再定義しようとするものである。
　研究の結果「どれにしようかな」の旋律には言葉のイントネーションだけでなく、フレーズ末尾で上行する日
本の伝統的な音楽の旋律法が適用されることが明らかになった。また、子どもの音楽実践において、直観的な音
楽の知識が違和感として顕在化し、それが言語化されることが、あらたな知識を共同生成するための契機となっ
ていることもわかった。

研究成果の概要（英文）： This study aims to investigate on a Japanese nursery rhyme “Dore Ni 
Shiyoukana (that means “which one should I choose, God in the sky?” in English)” and its musical 
structure, melody method. Also, it aims to reveal multidimensional knowledge working in children’s 
musical practices and suggest new definition of knowldge in music education field. 
 The following general observations could be made from the study results: First, children apply not 
only Japanese intonation to the melody of “Dore Ni Shiyoukana”, but follow the rules of melody 
method in Japanese traditional music intentionally. Second, when children feel “strange” and 
verbalize the feeling in their musical practice, they eventually begin their inquiry of generating 
new knowledge in music cooperatively. It is considered that this strange feeling is one form of the 
“Intuitional Musical Thinking Knowing”(Elliott et al., 2015).
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 本研究の題目は、「わらべうたを手がかり
とした音楽学習における知識変換プロセス
に関する研究」である。この課題に関して開
始当初、学術的背景として以下の 3点があっ
た。 
第一に、わらべうたの背景にある様々な要
因(遊び、言葉、身体、生活等)と、わらべう
たの音楽的特徴とのつながりを検討し明ら
かにしたうえで、それに根ざした「音楽づく
り」の教育方法が開発される必要性があった。
わらべうたの背景にあるどの要因が、どのよ
うなリズムや旋律、拍節構造等の創出へとつ
ながっているのかについては、これまで十分
に分析されてこなかった。本研究では、産出
されたわらべうたそのものだけでなく、うた
う子どもたちの身体がどのように動いてい
るのか、彼らの用いる言葉にどのような特徴
があるのか等にフォーカスしようと考えた。 
第二に、同じ歌い出しから即興を交えて無
限に広がるわらべうたのありようや、地域ご
とにみられる特徴的な旋律法の分析を行い、
子ども達が何を手がかりにわらべうたの即
興を展開していくのかについて明らかにす
る必要があった。わらべうたには同じ歌いだ
しで始まりながら異なる展開をみせ、別の歌
詞や旋律をもつうたへと変化していくもの
がほとんどである。従来、その多様性には着
目がなされておらず、一つの歌いだしから始
まるわらべうたは、一つのパターンであるこ
とが暗黙裡に前提されていたと考えられた。 
第三に、子どもたちがわらべうたをうたい、
新たなヴァージョンの創出をする際にはた
らいていると考えられる、様々な種の知識に
ついて検討する必要性があった。学校教育の
分野においては、長きにわたって明示的な知
識が学習内容の中心に据えられてきた。明示
的な知識ではないタイプの状況依存性の高
い知識や、身体に結びついた知識について、
音楽教育分野で十分な検討をおこなう必要
性があると考えていた。 

 
２．研究の目的 
 1.を踏まえて本研究の目的は、子ども達が
うたうわらべうたを手がかりとしながら、音
楽学習における知識の実践的展開について
明らかにすることであった。この目的を達成
するためのサブ目的として、以下の 3つを設
定していた。 
① となえうた｢どれにしようかな｣の採集調
査と分析 
② わらべうたの実践と新たなヴァージョン
創出の過程を知識という視点から捉えて
考察すること 
③ 音楽学習における知識の実践的展開につ
いて、そのプロセス・モデルを提示する
こと、の 3点を設定していた。 

 
３．研究の方法 
 開始当初は、(1)日本各地の幼稚園・保育

所・小学校でとなえうた「どれにしようかな」
のビデオ撮影による採集 (2)採集したデータ
の歌詞、旋律、リズム、拍節構造を分析し、
音楽的特徴を抽出 (3)子ども達が歌い遊ぶ過
程におけるあらたなヴァージョン創出と、そ
こではたらく暗黙知と明示知の変換プロセ
スの分析 の 3つの方法を想定していた。 
 しかしながら、わらべうたの多様なヴァー
ジョン自体は収集できたものの、新しいヴァ
ージョンがつくられる過程を観察から見出
すことができなかった。また、音楽実践で生
じるあらたな知識の共同的生成の過程は、音
楽科授業における子どもたちの発話や行為
の分析からの方が詳らかにしやすいことが
明らかとなってきた。 
そのため、(1)(2)のわらべうた収集・分析と、

(3)の知識に関する分析は、実質的には独立し
た 2つの研究として進めることとなった。(3)
については、2015年 4月から 2016年 3月に
かけて週に 1回ずつ継続的に、小学校 3年生
の音楽科授業のビデオ観察調査をおこなっ
た。この観察調査と、教諭に対するインタビ
ュー調査によって得られたデータを用いて、
分析をおこなっている。ここではマイクロ・
エスグラフィの手法をもちい、Elliott et 
al.(2015)の提示した「音楽の思考・知
(Musical Thinking and Knowing)」論を枠組
みとしながら検討・考察を進めていった。 
 
４．研究成果 
(1) となえうた「どれにしようかな」の実
態について 
 平成 27(2015)年度は、全国各地(埼玉県、
秋田県、北海道、佐賀県、福岡県)で採集調査
をおこない、それを分析・検討した結果を学
会大会にて口頭発表した(おもに下記〔学会発
表〕①②)。ここではとなえうた｢どれにしよ
うかな｣の旋律法や即興の方法、身体の動き
と音高の上下の明確さについて考察してい
る。 
調査で明らかになったこととしては、主に、
以下のことが挙げられる。 
① 音程 
となえうたは長 2 度音程の 2 音間を行き
来しながらうたわれるものとされているが、
全体的な傾向として、子どもたちの「どれに
しようかな」は旋律感のはっきりとしないも
のも多い。採集された 76 のうち、うたの最
後まで長 2 度音程がキープされていると判
別されたものは、半数以下の 30 であった。
とりわけ、歌詞の中にオノマトペ(「バンバン
バン」等)が登場すると、その直後から顕著に
旋律感が失われていくことが多かった。これ
は、となえうたの旋律法のひとつである「歌
詞のイントネーションに則した音程の上下」
が、オノマトペには適用しにくいことが影響
した結果であると考えられる。 
また、調査の中で、1 人の子どもがうたっ
ているところに他の子ども達が寄ってきて
参加し、複数の子ども達でうたい出すという



場面が数回みられたが、ここで興味深い現象
がみられた。それは、数名で声を合わせてと
なえる際には、2 音間の上下が明確なものと
なり、より旋律感のつよいものになるという
ことである。先述のように、子どもがひとり
でとなえる場合にはこの音程はそれほどは
っきりとしたものではなく、またうたの途中
で 2度音程が消失していくことも多いことと
考え合わせると、子ども達のとなえうたの実
践において、2 度の音程が「声を合わせやす
くするためのツール」として潜在的に機能し
ている可能性が示唆された。 
② 旋律法 
子どもたちは、言葉のイントネーションに
即した旋律でうたっているだけでなく、日本
の伝統的な音楽の旋律法である、フレーズの
末尾に長 2度上行して終結するというルール
を、暗黙裡にまもりながらうたっていた。さ
らに、手指の動きを観察したところ、その動
きが弾むように垂直的である場合には、テン
ポや音高の上下が安定したものとなり、動き
が水平的なものである場合にはテンポや音
高の上下が不安定であることも示唆された。 
以上の内容を中心に、主な分析結果につい
ては、研究報告として学会誌に掲載された(査
読あり、下記研究業績の〔雑誌論文〕①)。当
該の論文では、上述の考察の内容に加えて、
社会文化的アプローチの論者エンゲストロ
ーム(Yrjö Engeström)の活動理論を用いなが、
らとなえうたの新しいヴァージョン創出の
仕組みを検討した。そのうえで、音楽科にお
ける教材化に向けての基礎的検討を行って
いる。 
 
(2) 音楽学習における多元的知識につい
て 
つづく平成 28(2016)年度・平成 29(2017)
年度は、上述のサブ目的③に焦点をあてて研
究に取り組んだ。まず子どもたちの音楽学習
とそこでの知識の展開を詳らかにするため
に適切な方法論を検討した。またあわせて、
音楽学習における知識をどのように捉える
べきかについて、認識論や学習論の分野の先
行研究を収集し、整理していった。その成果
は以下の通りである。 
①音楽学習における知識論の必要性 
まず、教育学において知識の問題がどのよ
うに論じられてきたのかを、イズラエル・シ
ェフラー(Israel Scheffler, 1978)やネル・ノデ
ィングス(Nel Noddings, 1998)の研究をもと
に整理し、教育の視点から知識の問題を検討
することが必要と考えられる根拠を明らか
にした。また、日本の音楽教育学の先行研究
において二元論的な知識観が想定されてき
たことを指摘し、そこにどのような問題があ
ったのかについても検討した。ここでは、知
識の「個人主義」「客観主義」の問題につい
て論証した。 
本研究では、こうした問題を克服するため
の視座を、プラグマティズムの代表的な哲学

者で教育学者でもあるジョン・デューイの知
識観から得ることとした。デューイは「保証
づきの言明可能性(warranted assertibility)」
という独特の知識の定義を案出したが、この
定義による彼の知識論には、「知識を支える
習慣と探究のサイクル」「動態としての知識」
「探究における言語の重要性」という特徴が
含まれていることを指摘した。そしてデュー
イが、あらたな知識を生成するまでの一連の
プロセスを「探究(inquiry)」として、探究を
うみだす源泉を「習慣(habit)」としてそれぞ
れ位置づけたことについても、彼の論考を踏
まえて整理した。最後に、デューイのこうし
た知識観が、音楽実践に適合するものである
ことを論証したうえで、音楽学習研究にどの
ような示唆を与えるのかについて考察した。 
②行為としての音楽 

1970 年代まで、西洋クラシック音楽の分
野において、音楽といえば楽譜に記された作
品やそれを演奏した際の鳴り響く音を指す
ことが一般的であった。いわば「音楽=作品」
の音楽観である。しかし、知識の理論すなわ
ち認識論におけるパラダイム転換を踏まえ
れば、「音楽=行為」の音楽観の適用がふさわ
しいと考えられた。そこで、スモール
(Christopher Small)(1985)の「ミュージッキ
ング (musicking)」エリオット (David J. 
Elliott)(1995) の 「 ミ ュ ー ジ ッ キ ン グ
(musicing)」の音楽観を取り上げて検証する
作業をおこなった。 
スモールとエリオットの双方の論を比較
し、共通点と相違点について検討した。2 者
の論には、発音は同じ「ミュージッキング」
の名が冠されているもが、スペルは上述のよ
うに異なっている。にもかかわらず、日本の
先行研究においては同一視されているきら
いがある。詳細に彼らの論を比較していくな
かで、2 者の論の異同が明らかとなり、スモ
ールがエリオットに対し、批判的な言及をお
こなっていた事実を見出すことができた。 
共通点としては「音楽を行為であるとした
点」「演奏や聴取だけでなく、パフォーマン
スに関わる全ての行為を音楽とした点」「音
楽に関わる身体のはたらきに重要性を見出
した点」「音楽の行為や活動が展開される社
会、文化的なコンテクストを重要視した点」
「西洋音楽等、特定の音楽文化における価値
体系を絶対的なものとしない点」が挙げられ
る。一方で相違点としては、「身体の位置づ
けと強調点」「社会・文化的コンテクストに
おける強調点」が抽出された。なお本研究で
は、これらの相違点のうち、前者については
エリオットに、後者においてはスモールに優
位性があることを指摘した。 
③多元的な知識 
②を踏まえて、本研究ではエリオットの

musicing論において展開された「音楽の知識
(Musical Knowledge)」「音楽の思考・知
(Musical Thinking and Knowing)」に関する
論を詳細に検討する作業をおこなった。行為



とその集積である実践としての音楽におけ
る知識の問題について、詳細な論を展開し、
また類型化を試みた論者はエリオットをお
いてほかにはみられないためである。 
エリオットは 1995 年に“Music Matters”
初版を発表したが、ここで先述の MEAE 批
判をおこない、4 タイプの多元的な知識が関
わる手続き的な過程として音楽実践を論じ
た。この 4 タイプの知識とは、「フォーマル
な音楽の知識(formal musical knowledge)」
「インフォーマルな音楽の知識 (informal 
musical knowledge)」「印象的な音楽の知識
(impressionistic musical knowledge)」「監督
的 な 音 楽 の 知 識 (supervisory musical 
knowledge)」である。本研究ではまずこの 4
つのタイプの音楽の知識について、性質や特
徴を整理した。 
また、エリオットは初版発表から 20 年を
経て、2015 年にマリッサ・シルヴァーマン
(Marissa Silverman)を迎え、大幅改訂した
“Music Matters 2nd edition”を発表している。
第 2版では、MEAE批判を超え、エリオット
ら自身の音楽教育哲学を自立したものとし
て構築しようとする姿勢が貫かれている。音
楽知識に関する論も大きく変化し、音楽知識
ではなく、音楽の思考・知(musical thinking 
and knowing)の概念が用いられ、タイプも 8
つのものが示されている。それは「手続き的
な音楽の思考・知 (procedural musical 
thinking and knowing)」「言語的音楽思考・
知(verbal musical thinking and knowing)」
「経験的な音楽の思考・知 (experiential 
musical thinking and knowing)」「状況的な
音楽の思考・知(situated musical thinking 
and knowing)」「直観的な音楽思考・知
(intuitive musical thinking and knowing)」
「価値発見的な思考・知 (appreciative 
thinking and knowing)」「倫理的な音楽思
考 ・ 知 (ethical musical thinking and 
knowing)」「メタ認知的な音楽の思考・知
(metacognitive musical thinking and 
knowing)」である。これらの性質と特徴につ
いても整理をおこなった。 
この作業の最後に、エリオットによる音楽
の知識論の功績と課題について検討した。功
績は、音楽実践と結びついたコンテクストに
ともなう思考・知の存在や身体に結びついた
知の存在に積極的に意味を見出し、それを含
めた音楽教育の構想を提言した点にある。一
方で、それぞれのタイプの知識の相互連関、
成員同士の相互作用とそこでの知識発現の
フェーズ、言語的な知識や思考・知の様相、
コンテクストと身体の位置づけのしかたに
ついては、検討不足もしくは検討がなされて
いないことが明らかにされた。 
 
(3) 音楽学習における多元的知識の実践
的展開について 
 子どもたちの発話や行為といった微視的
なデータを扱うにあたって、発達心理学や幼

児教育学の分野で用いられているマイク
ロ・エスノグラフィの手法を適用することが
ふさわしいと結論付けた。これらの手法を用
いた研究の成果については、学会にて口頭発
表をおこなった。下記〔学会発表〕の③④⑤
がこれにあたる。さらに、博士号の学位申請
論文の主要部分として論述している。その成
果の概要は以下のとおりである。 
 マイクロ・エスノグラフィでは、エリオッ
トの提示した 8タイプの「音楽の思考・知」
のうちの 6タイプの音楽の知識について検討
し、以下のことが明らかにされた。 
ⅰ 言語的な音楽の知識 
 子どもたちの発話はすべて、言語的な音楽
の知識の発現といえるものであるが、これは、
ほとんどが直観的な音楽の知識を言語化し
たものであった。経験的な音楽の知識が基盤
的にはたらく中で何らかの違和感や嫌悪感、
驚きが生じた場合に発話がなされていた。ま
たこうした発話が複数の子どもたちによっ
て連鎖的に生じる場合、類似する意味の異な
る語がもちいられていた。 
 子どもたちは、教師の発問に答える場合に
は、特定の音楽の要素への言及をする傾向に
あった。ただしこの場合、音楽的概念の名辞
が用いられるのではなく、例えば｢音がはや
かった｣といったように、述語の中でどの音
楽的概念について述べているのかが示され
ていた。 
また、上述したような直観的な音楽の知識
の言語化による発話が、複数の子どもによっ
て重ねられると、その後に音楽的概念の名辞
をともなう発話がなされていた。発話してい
る子ども自身が、よく意味が分からないまま
にその名辞を道具的にもちいて探究してい
るという点が、その使用における特徴であっ
た。 
ⅱ 経験的な音楽の知識 
 経験的な音楽の知識は、まさに心身一元論
的な知識であり、子どもたちの習慣的な行為
のなかに発現していた。このタイプの音楽の
知識は、音楽学習におけるデータベースや準
拠枠の役割を果たしていると考えられた。ま
た既有の経験的な音楽の知識の通りに楽曲
の響きや活動が進行していく場合には、子ど
もたち自身には彼らがおこなっている行為
が意識されないようであった。 
ⅲ 直観的な音楽の知識 
 直観的な音楽の知識は、発話にもっとも至
りやすく、子どもたちの相互作用の契機とな
っていた。子どもたちは違和感や嫌悪感、驚
きとともに｢悲しい曲！｣｢すごい｣等と発話
したが、これは直観的な音楽の知識の言語的
な音楽の知識への変換といえるものである。
また、多くの子どもがそのような発話を連鎖
的におこなうことによって、子どもたちの間
でその楽曲に対する解釈が共有されていき、
その後により分析的な、音楽的概念を用いた
発話がなされるようになっていた。 
ⅳ 価値発見的な音楽の知識 



 価値発見的な音楽の知識がはたらいてい
るとみることのできる発話・行為のプロセス
はほとんどなかった。しかし、唯一みられた
探究の６フェーズすべてを辿ったプロセス
の終わりに、子どもたちが短調のよさや面白
さをあらたに見出しているとみられる事例
があった。このことから、価値発見的な音楽
の知識は、探究のプロセスが「確定した状況」
の第 6フェーズに至り、終結した場合に、そ
こで生成されるものではないかと考えられ
た。 
ⅴ 倫理的な音楽の知識 
 子どもたちの倫理的な音楽の知識は、エリ
オットのいうような音楽作品に結びついた
倫理に関してではなく、授業という場におけ
る倫理にもとづく知識であった。そのような
倫理的な音楽の知識は、子どもたちの発話内
容をゆるやかに規定していた。具体的には、
教師による発問に子どもが答える場合には
この知識が比較的つよくはたらき、特定の音
楽の要素に言及する分析的な内容の発話を
するようになっていた。一方で子どもたちが
自ら発話する場合には直観的で、時にユーモ
アを交えた内容となっており、そこでは倫理
的な音楽の知識による発話内容への規定の
度合いはゆるやかであると考えられた。 
ⅵ メタ認知的な音楽の知識 
 子どもたちは、他者の行為を観察しながら、
同時にその相手に自らの行為を見せて示す
場合があった。その際に、自らの行為を調整
し、よりはっきりとした動きへと変化させて
いた。ここで子どもたちが、メタ認知的な音
楽の知識を発現させていると考えられた。他
者の行為をリソースとして用いることで、こ
のタイプの知識ははたらかせられるように
なるものと考えられた。 
これらの検討・考察については、博士学位
申請論文の中で記述し、2018 年 6 月現在審
査の途上にある。 
 
(4) わらべうたを用いた教材開発 
本研究では、わらべうたの教材化もおこな
った。2018 年 4 月に刊行された教員養成課
程向けテキストにおいて、わらべうたの旋律
法を生かした音楽づくりの活動方法を提案
した。これは下記「5.主な発表論文等〔図書〕」
の②③にあたる。 
 小学校中・高学年向けの学習活動として次
のようなアイデアを提案した。①子どもたち
の耳慣れているわらべうたを歌う。②旋律が
2 音からなることを学ぶ。③オスティナート
による伴奏に合わせて、即興的に「呼びかけ
と応答」をつなげていく。④うたい出しと、
うたの最後の旋律をつくり、音楽に構造をも
たらす。 
 またこの提案と合わせて、本研究で明らか
になった、日常のなかで自発的に、自由にわ
らべうたを作り出している子どもたちの姿
についても。日ごろから子どもたちがしてい
る素朴な音楽づくりの行為をとらえて寄り

そう姿勢をもつことが小学校教諭に求めら
れることや、子どもたちのつくりだす音楽の
よさや面白さを見出して価値づけ、臨機応変
に学習活動へと結びつけていくという、共感
的な態度と自由な発想をもつべきであるこ
とを改めて述べた。 
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